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上
条
集
落
に
お
住
ま
い
の
皆
様
は
、
上
条
集
落
の
「
上
条

ら
し
さ
」
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
？

現
在
、
市
教
育
委
員
会
で
は
上
条
集
落
の
保
存
計
画
を

作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
中
で
基
本
と
な
る
の

が
「
上
条
ら
し
さ
」
の
抽
出
作
業
で
す
。

保
存
計
画
で
は
「
ら
し
さ
」
で
は
な
く
「
特
性
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
現
状
お
よ
び
調
査
で
判
明
し
て
い
る
集
落
や

建
造
物
の
歴
史
的
特
性
を
挙
げ
て
、
そ
の
特
性
を
保
護
保

存
し
て
い
く
た
め
に
保
存
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
修
理

や
修
景
の
基
準
も
決
め
て
い
き
ま
す
。

「
ら
し
さ
＝
特
性
」
と
い
う
も
の
は
、
地
元
で
生
活
し
て
い

る
と
意
外
と
見
え
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
風
景

や
そ
の
様
子
が
、
日
常
的
に
は
当
た
り
前
の
も
の
で
す
か

ら
。
そ
の
当
た
り
前
の
風
景
を
、
集
落
ご
と
後
世
に
伝
え
て

い
く
方
策
が
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
と
な

り
ま
す
。

今
号
は
、
こ
ち
ら
で
考
え
て
み
た
「
ら
し
さ
＝
特
性
」
に
つ

い
て
特
集
し
ま
す
。
特
性
の
抽
出
は
先
述
の
と
お
り
大
変

重
要
な
作
業
で
す
の
で
、
改
め
て
説
明
会
な
ど
で
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

１

上
条
集
落
の
特
性

①
南
面
傾
斜
す
る
斜
面
に
開
か
れ
た
集
落
で
あ
る
。

②
集
落
と
農
地
は
、
斜
面
を
雛
壇
状
に
造
成
し
て
確
保
し
て
い

る
。

③
集
落
は
、
観
音
堂
を
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
。

④
農
地
は
、
集
落
の
外
側
に
設
け
る
。

⑤
造
成
地
の
法
面
は
石
垣
と
す
る
（
現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁

壁
に
改
修
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
）
。

⑥
農
地
の
法
面
は
石
垣
ま
た
は
土
羽
と
す
る
。

⑦
農
地
は
本
来
は
桑
畑
だ
が
、
現
在
は
モ
モ
・
ス
モ
モ
・
ブ
ド

ウ
な
ど
の
果
樹
園
で
あ
る
。

⑧
集
落
は
東
側
の
上
条
川
と
、
西
側
の
大
峰
沢
で
限
ら
れ
る
。

⑨
観
音
堂
は
、
舌
状
に
垂
下
し
た
細
長
い
台
地
（
金
剛
山
）
の
、

付
け
根
の
位
置
に
あ
る
。

⑩
金
剛
山
の
中
間
に
金
井
加
里
神
社
が
鎮
座
し
、
南
側
の
東
面

に
真
言
宗
福
蔵
院
が
建
つ
。

⑪
青
梅
街
道
か
ら
集
落
に
入
る
旧
道
は
、
金
剛
山
の
尾
根
筋
を

通
っ
た
（
現
在
は
金
剛
山
の
東
西
に
新
道
が
通
る
）。

⑫
集
落
内
に
は
葉
脈
の
よ
う
な
小
道
が
通
り
、
各
戸
を
つ
な
い

で
い
る
。

２

屋
敷
構
え
の
特
性

①
敷
地
は
雛
壇
状
の
造
成
の
た
め
、
基
本
的
に
等
高
線
に
沿
っ

た
細
長
い
形
状
と
な
る
。

②
入
り
口
は
、
敷
地
の
東
側
ま
た
は
西
側
を
通
る
道
路
に
面
し

て
開
く
。

③
敷
地
の
東
側
ま
た
は
西
側
に
水
路
を
通
す
こ
と
が
多
い
。

④
敷
地
境
は
法
面
を
石
垣
と
し
、
目
隠
し
程
度
の
植
栽
を
す
る

例
が
多
く
、
基
本
的
に
工
作
物
を
設
け
な
い
（
現
在
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
フ
ェ
ン
ス
で
囲
っ
た
家
も
あ
る
）。

⑤
敷
地
の
中
央
に
主
屋
を
置
き
、
蚕
室
を
別
棟
で
建
て
る
場
合

は
主
屋
に
近
接
し
て
建
て
る
（
新
し
い
鉄
骨
造
の
蚕
室
は
主

屋
か
ら
離
れ
て
建
て
ら
れ
る
）
。

⑥
附
属
屋
は
、
敷
地
の
状
況
に
応
じ
て
適
宜
配
置
す
る
。

⑦
屋
敷
神
は
石
造
の
祠
を
屋
敷
の
北
ま
た
は
北
西
に
祀
る
。

⑧
道
祖
神
は
集
落
の
上
部
に
位
置
し
、
丸
石
神
を
祀
る
。

⑨
観
音
堂
近
く
の
屋
敷
裏
手
に
目
立
つ
一
本
杉
が
あ
る
。

３

主
屋
の
特
性

（
１
）
茅
葺

①
明
治
時
代
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
十
三
棟
が
所

在
す
る
。

②
木
造
、
切
妻
造
茅
葺
、
二
階
建
、
平
入
り
を
基
本
と
し
て
、

屋
根
の
中
央
部
を
突
き
上
げ
て
二
階
部
分
の
正
面
に
開
口

部
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
に
屋
根
に
ス
リ
ッ
ト
状

の
開
口
部
を
も
つ
も
の
や
、
屋
根
の
半
分
を
突
き
上
げ
て
い

る
も
の
、
南
側
の
軒
を
高
く
し
て
開
口
部
を
作
る
も
の
も
あ

る
（
現
在
は
茅
葺
を
鉄
板
で
覆
っ
て
い
る
）
。

③
正
面
に
下
屋
庇
が
付
く
（
古
く
は
、
軒
を
低
く
葺
き
下
ろ
し

て
い
た
）
。

④
平
面
は
桁
行
七
～
十
間
、
梁
間
三
～
四
間
ほ
ど
の
規
模
で
、

棟
を
等
高
線
に
並
行
し
て
建
て
る
。

⑤
壁
は
真
壁
造
と
し
て
、
切
妻
面
で
は
貫
を
み
せ
る
。

⑥
開
口
部
は
正
面
に
大
き
く
と
り
、
障
子
と
板
戸
を
備
え
る

（
現
在
は
障
子
が
ガ
ラ
ス
戸
に
、
板
戸
が
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に

取
り
替
え
ら
れ
る
）
。

⑦
二
階
部
分
は
突
き
上
げ
屋
根
の
正
面
の
ほ
か
に
、
両
妻
側
に

も
開
口
部
を
も
つ
（
当
初
の
建
具
を
残
す
も
の
も
あ
る
）。

⑧
二
階
に
は
梁
下
げ
が
み
ら
れ
る
（
養
蚕
の
た
め
、
二
階
の
床

を
下
げ
て
二
階
以
上
の
空
間
を
広
く
と
る
工
夫
）
。

上
条
集
落
の

「
上
条
ら
し
さ
」っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？



（
２
）
茅
葺
以
外

①
昭
和
元
年
～
三
十
六
年
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在

六
棟
が
所
在
す
る
。

②
木
造
、
総
二
階
建
、
切
妻
造
桟
瓦
葺
、
平
入
り
を
基
本
と
し

て
、
屋
根
の
中
央
部
に
腰
屋
根
を
設
け
る
家
も
あ
る
。

③
正
面
に
下
屋
庇
を
付
け
る
。

④
平
面
は
、
規
模
、
配
置
と
も
に
茅
葺
の
主
屋
と
共
通
す
る
が
、

中
廊
下
に
改
め
た
家
も
あ
る
。

⑤
壁
は
真
壁
造
と
す
る
。

⑥
開
口
部
は
一
階
で
は
正
面
に
大
き
く
と
り
、
二
階
で
は
一
間

お
き
に
開
口
部
を
と
る
こ
と
が
多
い
。

⑦
建
具
は
木
製
の
ガ
ラ
ス
戸
を
基
本
と
し
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に

変
更
し
て
い
る
家
も
あ
る
。

４

蚕
室
の
特
性

①
昭
和
三
十
年
代
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
蚕
室
が
五
棟
ほ
ど
所

在
す
る
（
実
数
未
確
定
）
。

②
木
造
、
総
二
階
建
（
屋
根
裏
を
含
む
と
三
階
建
）
、
切
妻
造

桟
瓦
葺
、
正
面
あ
る
い
は
背
面
に
下
屋
庇
を
付
け
る
。

③
平
面
は
桁
行
五
間
、
梁
間
二
間
が
多
く
、
主
屋
よ
り
も
小
さ

く
棟
高
も
主
屋
よ
り
低
い
。

④
主
屋
に
近
接
し
て
建
て
ら
れ
る
が
、
配
置
は
主
屋
に
並
行
す

る
も
の
、
Ｔ
字
に
す
る
も
の
、

斜
め
に
置
く
も
の
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。

⑤
壁
は
真
壁
造
と
す
る
。

⑥
開
口
部
は
大
き
く
と
ら
ず
、

各
面
の
半
分
ま
た
は
半
分
以

下
で
均
等
に
配
す
る
。

⑦
壁
に
は
貫
を
み
せ
る
。

九
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
工
学
院
大
学
後
藤
研
究

室
の
学
生
六
名
で
上
条
集
落
内
の
附
属
屋
に
つ
い
て
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
今
号
で
特
集
し
て
い
る
「
ら
し
さ
＝

特
性
」
を
抽
出
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

期
間
中
、
蚕
室
二
棟
、
土
蔵
一
棟
、
馬
小
屋
一
棟
の
実

測
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
並
行
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
と
し
て
、
防
災
対
策
に
つ

い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
実
測
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
な
い

時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
集
落
内
の
水
路
な
ど
を
み
て
ま
わ

り
、
災
害
時
に
利
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
甲
州
市
消
防
団
神
金
分
団
第
四
部
の
部
長
・

部
員
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
消
防
団
活
動
の
実

際
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
不
慣
れ
で
不
躾
な

質
問
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

地
区
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
の
お
仕
事
で
忙
し
い
中
お

時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
工
学
院
大
学
で
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
ら
、
皆
様

方
に
も
ご
一
読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５

附
属
屋
の
特
性

①
附
属
屋
に
は
納
屋
（
物
置
）、
外
便
所
、
土
蔵
、
馬
小
屋
（
家

畜
小
屋
）
が
あ
る
。

②
総
じ
て
木
造
、
切
妻
造
で
、
屋
根
は
桟
瓦
葺
と
鉄
板
葺
が
あ

り
、
平
屋
の
も
の
と
二
階
建
の
も
の
が
あ
る
。

③
壁
面
は
、
土
蔵
を
大
壁
造
（
土
蔵
造
）
と
す
る
ほ
か
は
、
真

壁
造
で
あ
る
。

④
主
目
的
が
納
屋
や
馬
小
屋
で
あ
っ
て
も
、
外
便
所
や
物
置
を

併
設
す
る
も
の
が
多
い
。

⑤
二
階
建
の
附
属
屋
の
二
階
は
物
置
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

⑥
比
較
的
規
模
が
大
き
い
納
屋
に
は
、
妻
壁
に
貫
を
入
れ
る
も

の
も
あ
る
。

「
４

蚕
室
の
特
性
」
と
「
５

附
属
屋
の
特
性
」
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
知
見
が
不
十
分
の
た
め
う
ま
く
表
現
で
き
ま
せ

ん
。
九
月
に
実
施
し
た
工
学
院
大
学
に
よ
る
調
査
の
成
果
を
踏

ま
え
て
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
通
り
挙
げ
て
み
ま
し
た
が
、「
な
ん
だ
、
そ
ん
な
こ
と
」

的
な
内
容
に
感
じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
上
条
集
落
に

つ
い
て
の
記
述
な
の
で
す
が
、
中
に
は
「
現
在
は
・
・
・
で
あ

る
」
の
よ
う
な
注
釈
も
あ
る
の
で
、
全
体
的
に
は
「
歴
史
的
な

特
性
」
の
要
素
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
建
地
区
選
定
と
は
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
保
護
保
存
す
る
と

と
も
に
、
歴
史
的
な
特
性
に
近
づ
け
る
と
か
、
少
な
く
と
も
特

性
を
維
持
す
る
、
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
性
の
抽
出
後
は
、
具
体
的
に
修
理
基
準
・
修
景
基
準
・

許
可
基
準
の
作
成
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
基
準
に
よ
っ
て
地

区
の
保
護
保
存
が
図
ら
れ
る
の
で
す
が
、
皆
様
方
の
生
活
に
も

大
き
く
関
係
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。


